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研究成果の概要（和文）：現代の日本、フランス、ドイツ、アメリカ、イギリス、北欧およ

び中国における中等教育・職業教育において開発されるカリキュラムについて、国際比較

の観点から、教育政策および学校実践の実態調査に基づいてその動向を明らかにした。中

等・職業教育カリキュラムの類型論に基づくと、ドイツは普職独立型に、アメリカを普職

総合型に分けられる。さらに、フランスと日本では統合と分離の両方向の政策が認められ

る。学校実践は、複数の国でその政策に強く影響されている。 

 

研究成果の概要（英文）：This research report clarified the trends of a curriculum developed 

in contemporary secondary  and vocational education of Japan, France, Germany, U.S.A., 

England, northern Europe and China, through the analysis of educational policy and 

schools practices  from the viewpoint of international comparison. 

Basing on the typology of a curriculum development of the secondary and vocational 

education, It is possible to classify Germany in the stand-alone type , U.S.A. in the 

comprehensive  type. A double political tendency of separation and integration is made 

sure in France and Japan. The schools practices is strongly influenced, in plural countries, 

by the educational policy. 
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１．研究開始当初の背景 

欧米諸国に発展する中等教育は、大別して
独立型と総合型のカリキュラムからなり、普
通教育と職業教育、それらを総合した教育が
その主要なカリキュラムを構成している。本
研究は、中等段階の教育システムとそこで新

に開発されるカリキュラムに関する動向に
ついて、経済先進諸国及び高度経済成長を遂
げる中国の事例を取り上げて、それらの国際
比較を通じて、各国が直面する課題の独自性
および各国間の共通性を明らかにする。 
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２．研究の目的 

カリキュラム開発に関する国際比較を通
じて、主として経済先進国の中等教育と職業
教育の政策動向および学校実践の実情を明
らかにする。併せて、職業教育を含む中等教
育と高等教育あるいは生涯学習との接続の
観点から、普職独立型カリキュラムないし普
職総合型カリキュラムの開発が抱える課題
を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 中等教育･職業教育カリキュラム開発に関
する国際類型論を用いて、対象国を経済先進
国である日本、フランス、ドイツ、アメリカ、
イギリス、スウェーデンを含む北欧、そして
経済成長が目覚ましい中国を選び、各国政府
が進める教育政策、若者雇用政策の動向を分
析し、併せて各国の中等教育・職業教育機関
におけるカリキュラム実践を現地調査した。
これらの調査を総合して、新たなカリキュラ
ム開発の行方を探る。 

 
４．研究成果 
 中等教育・職業教育カリキュラム開発に関
する国際比較の観点から、対象国における現
地調査を通じて、以下の点が確認できた。ド
イツとアメリカを典型とする独立型と総合
型を両極として、フランスと日本は分離と統
合の２面的な教育政策が見られ、またスウェ
ーデンや中国を含めて学校実践は教育政策
から強い影響力を受けている。日本における
高校教育課程の特色化と多様化はその典型
であるが、それにふさわしい条件整備が遅れ
ていることが問題である。 
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